
令和７年度（2025年度）空知管内専門家チーム巡回相談実施要領 

 

１ 目 的 

  特別支援教育総合推進事業「特別支援教育の体制整備の推進」専門家チーム設置要項に基づき、

空知教育局に巡回相談員を置き、巡回相談員は、専門家チームと連携を図りながら、市町教育委

員会、学校及び保護者等へ、次のことについて指導・助言等を行います。 

 

 

 

 

２ 巡回相談について 

(1) 相談の内容等  

 

 

 

 

 

(2) 申込期間及び実施期間 

申込期間 令和７年７月22日(火)～令和７年12月26日(金) 

実施期日 令和７年８月18日(月)～令和８年１月30日(金) 

ア 各学校等が巡回相談を要請する場合は、実施希望日の申込期間内に、次のとおり、事務局    

に連絡願います。 

  

 

 

  イ 事務局は、巡回相談の日程調整を行い、各要請機関に実施日を通知します。 

  ウ 緊急の巡回相談が必要な場合には、別途事務局へ連絡願います。 

エ その他、お問合せ、御不明な点等がありましたら、事務局へ連絡願います。 

オ 予算の都合上、実施期間内であっても、巡回相談を終了する場合があります。 

(3) 要請の手続き 

  ア 巡回相談を要請する際、各学校等は、当該幼児児童生徒の実態等について、必ず、校内委

員会等で確認、検討願います。なお、市町立学校については、学校等や市町において可能な

支援を行った上で、さらに専門家チームの支援が必要な場合のみ、要請してください。          

イ 各学校等は、巡回相談の趣旨や、報告書の送付までの流れについて、保護者に説明し、同

意を得た上で、巡回相談要請書（様式１）、巡回相談個人票（様式２）を作成願います。な

お、巡回相談個人票（様式２）の作成に当たり、保護者と十分連携を図るようお願いします。 

・市町立学校：各市町教育委員会を経由→事務局 

・市町立保育所、認定こども園：各所管部を経由→事務局 

・道立高等学校、私立高等学校、私立幼児教育施設→事務局 

【巡回相談員による指導・助言等】 

・発達上の困難な状況における望ましい教育的対応等に関すること  

・学級経営及び教科指導等における適切な指導・支援に関すること 

・乳幼児から就労に至る一貫した支援における関係機関との連携に関すること 

・授業、保育、休み時間等の様子の観察   

・管理職、学級担任、特別支援教育コーディネーター、教育委員会職員等との教育相談 

・保護者との面談 

・特別支援教育に係る校内研修や校内委員会、ケース会議への参加 等 



ウ 保護者が巡回相談への同席を希望する場合は、巡回相談個人票（様式２）の「教育相談に

ついて（保護者）」欄にその旨を記載してください。 

エ 各学校等は、【別紙】「事前送付資料一覧」を参考に、保護者に同意を得た上で、当該幼

児児童生徒の実態や指導の経過が分かる資料を準備願います。 

オ 作成した巡回相談要請書（様式１）及び巡回相談個人票（様式２）、事前送付資料につい

ては、市町立学校は、各市町教育委員会を経由、市町立保育所及び認定こども園は、各市町

所管部を経由、道立高等学校及び私立幼児教育施設は、直接事務局に送付願います。その際、

巡回相談個人票（様式２）、事前送付資料は、事務局あて親展扱いとしてください。 

カ 事務局は、受領した巡回相談要請書（様式１）及び巡回相談個人票（様式２）、事前送付

資料の内容を確認し、保護者が巡回相談への同席を希望している場合は、各要請機関に対し

て、保護者への説明の状況について確認し、内容を調整します。 

(4) 巡回相談当日の対応 

  ア 巡回相談員 

   ・巡回相談員は、学校及び保護者（同席する場合）に対し、巡回相談の手順等の流れ、報告

書送付の希望の有無等を確認します。 

・巡回相談員は、観察の結果及び助言内容の要点を整理し、学校及び保護者（同席する場合）

と確認します。 

・経過観察及び継続支援等を目的とした２回目の巡回相談について、希望の有無を確認しま

す。 

  イ 各学校及び相談者の準備 

   ・学級担任や特別支援教育コーディネーター等との教育相談において、指導や支援の方向性

について共通理解を図ることができるよう、「個別の教育支援計画」を提示してください。 

・教育委員会を経由して要請のあった各学校等については、必要に応じて教育委員会職員等

の出席をお願いします。 

(5) 巡回相談後の対応 

  ア 各学校等は、巡回相談実施後１か月を目処に､巡回相談経過報告書（様式３）に記入の

上､電子メールで事務局まで送付してください。 

イ 学校及び保護者が報告書の送付を希望する場合は、巡回相談終了後、約１か月を目途

に、市町立学校へは、各市町教育委員会を経由して校長あて、市町立保育所、認定こども

園へは、各市町所管部を経由して所・園長あて、道立高等学校、私立高等学校、私立幼児

教育施設へは、校長・施設長あてに送付します。保護者用は、親展扱いで送付するので、

校長・施設長等から保護者へ手交してください。 

ウ 当日の助言内容や報告書に記載された配慮事項については、「個別の教育支援計画」「個

別の指導計画」を作成する際に活用するなど、乳幼児期から就労まで一貫した支援体制を構

築・整備するため、確実に引継ぎ等を行うようお願いします。 

 



【別紙】 

事前送付資料一覧 

番号 資 料 チェック 

１ 個別の指導計画  

２ 個別の教育支援計画  

３ 

知能検査・発達検査の結果 

（例 WISC-Ⅴ知能検査、田中ビネー知能検査Ⅴ、改訂版鈴木ビネー知能検査 

PVT-R絵画語い発達検査 等） 

 

４ 通級による指導の記録  

５ 学校生活の観察記録  

６ その他、幼児児童生徒の実態や指導の経過が分かる資料  

※上記の資料は、必ずしも送付する必要はありません。 

※すべてを準備していただく必要はありません。 

※資料を送付いただく場合は、巡回相談の相談員と共有することについて、必ず保護者の同意を得

た上で、事務局あて親展扱いで送付願います。 


